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《特集》湾岸アラブ諸国における外国人労働者
共生と分断の視点から
渡遺暁子*
Expatriate Workers in Arab Gulf States: 
How Do They Coexist or Remain Segregated? 
WATANABE Akiko合
本特集は， 2012年 10月6日に開催された白山人類学研究会・第6回研究フォーラム「湾岸
アラブ諸国における東南アジア出身の外国人労働者J (白山人類学研究会，東洋大学アジア文
化研究所「境域」プロジェクト，および湾岸移民社会研究会による共同開催)における報告が
もとになっている(付記参照) 1)。
グローパル化が進展するこんにち，多くの固において，移民の受け入れ/送り出しは重要な
イシューとなっている。しかし，移民をとりまく状況や課題は，国や地域によって異なる様相
をもっ。ウインクラーは，国際労働移動と国民国家の維持とし、う関係性について，次の4つの
モデルに分けている [Winckler2010J 2)。それらは， ( 1 )大多数が移民から市民となったア
メリカやカナダ，オーストラリア， (2)労働力の受け入れには消極的だが市民権を与えてき
たヨーロッパ諸国連合の国々， (3)移民の受け入れに消極的で，かっ市民権も与えない日本，
そして， (4)外からの労働力を積極的に受け入れつつも市民権を与えない湾岸協力会議諸国
(GCC)である。前者3つについては，これまで多数の実証研究がなされてきたが，湾岸諸国
における移民の実情に関してはここ数年で端緒についたばかりである。
台 東洋大学社会学部;Faculty of Sociology， Toyo University， 5-28-20 Hakusan， Bunkyo， Tokyo， 
112-8606 I kay巴watanabe@gmail.com
1) 湾岸移民社会研究会は、科学研究費補助金基盤研究(B)(2011 ~2013 年度) I湾岸諸国における外国
人労働者 w多外国人国家』における共生・分断モデ、ルの構築J (代表:細田尚美)により研究活動
をおこなっている。
2) Iウインクラーの国際労働移動モデ、ル」については，辻上が「再生産部門労働のアウトソーシングと
ジェンダー再編の可能性」にて報告した (2012年度第2回湾岸移民社会研究会， 2012年6月30日~
7月1日). 
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1973年の石油ブーム以降，湾岸アラブ諸国では国外から大量の労働力を受け入れ，開発計
画をすすめてきた。こうした大規模な労働力の流入によって， 1970年代後半以降，一部の国
では人口の多国籍化や，国民のマイノリティ化が急速に進み，外国人が総人口の一定の割合を
占める「多外国人国家」が出現している(表 1)。
さらに近年，経済の脱石油化の先端産業を推進するなど，湾岸アラブ諸国の躍進はとどまる
様子をみせない。その一方，国際メディアなどで，これらの国々では経済の急成長の陰で外国
人労働者に対する人権侵害が起きていると，たびたび報じられている。
表 1 各国別労働次項に占める外国人の割合 (2009年)
国 国民人口 外国人人口 全人口 外国人比率(%)
サウジアラビア 17，000 8，000 25，000 
オマーン 1，800 1，000 2，800 
バハレーン 529 517 1，046 
クウェイト 1，110 2，370 3，480 
カタノレ 300 1，280 1，580 
アラブ首長国連邦 923 6，837 7，760 
計 21，662 22，004 43，666 
出所:Horinuki (2010)をもとに筆者作成
図1 湾岸アラブ諸国における国籍別外国人人口
イラン，
323，309 
スリランカ，
889，572 
その他，
1，784，171 
インド，
4，867，930 
出所:World Bank， Bilateral Migration and Remittances (2010) 
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このような湾岸アラブ諸国における外国人労働者の状況として，以下の 3点が特筆できる。
第一に，図 1にあるように，多様な固からの外国人労働者が流入しており，多国籍な労働空間
が形成されている [e.g.，Owen 1985; United Nations 2007; Gardner 2010J。しかし，外国人
労働者は各国の国民と同じ待遇を受けることは決してない。このため，第二に，かれらと国民
との問に圧倒的な格差が生じている [e.g.，;Kapiszewski 2001; Bristol-Rhys 2012J。加えて，
外国人労働者のあいだでも，国籍によって，職種や給料体系などが異なる仕組みがつくられて
いる。その結果，第三に，労働市場では外国人同土が国籍によって分断されていることである
[e.g.， Bonacich 1972; Longva 1997J。
では，こうした状況において国籍を越えて人々が共生するような空間は生まれないのだろう
か。湾岸諸国における自国民と外国人とのあいだ，国籍が異なる外国人のあいだ，また同じ国
籍の外国人のあいだにはどのような分断，そして共生があるのだろうか.あるとすれば，それ
はどのような局面で生じるのだろうか。
これに答えるべく，湾岸アラブ諸国および労働者の送り出し国双方においてフィールドワー
クを実施し，外国人労働者をめぐる共生と分断について考察した研究の成果が本特集である。
本特集は，大規模な外国人労働者受け入れ政策をおこなってきた湾岸アラブ諸国において，外
国人労働者が国籍の異なる集団の人々とどのような関係をもつのか，その相互交渉はどのよう
にはかられているのか、といった点を考察することによって，両者の聞にいかなる共生と分断
がみられるのかをマクロ，メゾ，ミクロのレベルから分析する。
ここで移民として取り上げるのは，東南アジア出身者である。湾岸アラブ諸国において，最
も多いのは，地理的に近いだけでなく，歴史的なつながりも深い南アジア出身者である(図 1
参照)。しかし，そうしたつながりをもたない東南アジア出身の労働者は，多くが石油ブーム
以降に移動し，契約労働者として家族単位ではなく単身で滞在する傾向にあり，女性も一定数
存在するといった点で，他地域の出身者と異なる特色を有する。
本特集は， 2部から構成される。初めの 2本の論考は，マクロとメゾの視点、から，外国人労
働者を受け入れてきた湾岸アラブ諸国における制度と日常実践について論じる。続く 3本は，
湾岸アラブ諸国のなかで，もっとも不可視的でありながら I家の中」という雇用者と被雇用
者との関係が密接である場で働く家事労働者に焦点を当て，ジェンダー，階層，国籍の観点か
ら議論している。以下，それぞれの論考について，簡単に紹介・解説したい。
なお，各論考では，湾岸アラブ諸国，湾岸諸国，湾岸産油国と異なるタームを使用している
が，それぞれの文脈や論旨に合わせるため，ここでは統一しない。
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松尾昌樹氏の論文は，湾岸アラブ諸国における労働分業体制分析をつうじ，国民と移民の関
係についてマクロな視点から考察したものである。湾岸アラブ諸国において，低賃労働分野に
押し込まれている移民と，国民の聞には大きな格差が顕在しており，ロングヴァが「市民権に
基づくエスノクラシー」と指摘するように，それを前提とした権威主義体制が当該諸国では形
成されてきた。松尾論文は，パハレーンとクウェイトの労働市場を分析し，移民が受け入れ国
で果たす政治社会的役割の可変性について論じる。湾岸アラブ諸国における分業体制は，部門
別の分業体制を可能とするような財政力，国民構成の均質性/多様性など，それぞれの国家の
特徴に応じた形態を持つため，国民の一体性を生み出し，また国民を総中流化させるような移
民の機能は，それを可能とする条件が整えられて初めて機能する。つまり，移民の存在が湾岸
アラブ諸国のエスノクラシ一体制に寄与するのであれば，彼らは湾岸アラブ諸国の権威主義体
制を支える存在となり得る。逆に，エスノクラシ一体制の形成を阻むように作用する場合は，
権威主義体制を脆弱にし，移民が国民を分断しうる存在でもあることを指摘している。
湾岸諸国在住の外国人労働者は，民族や国籍，階層によって分断され，市民権がないだけで
なく雇用契約期間内の滞在しか認められないといった特徴から，抑圧され，孤立していると先
行研究のなかで述べられてきた。細田尚美氏と渡遺暁子による論文は，これまであまり注目さ
れてこなかったフィリピン人改宗者(ボーン・アゲイン・クリスチャンとイスラーム改宗者)に
焦点を当て， UAEとカタルにおいて，改宗者の聞にみられる社会関係の持続/変化を，メゾ
レベルの信仰集団から検討したものである。両集団において，改宗者がプライベートな時聞を
ともに過ごすような親しい人の範曙には，改宗以前からの家族・親族・友人といった人々に加
えて，改宗者集団のメンバーも入るように変化したことが示されている。また，これらの改宗
者集団に，階層や国籍が異なるメンバーがいる場合，フィリピン人改宗者たちとそうしたメン
ノtー たちが親しい関係になることもあることが両集団の例で提示されている。つまり，外国人
労働者は，湾岸諸国において単に「労働力」として存在しているのではなく，そこで得た経験
や出会いなどを通じて，様々な制度的装置により労働者が微細に分断されがちな国であっても，
新たな社会関係を構築するという可変性を有する個人でもあることを本論文は指摘している。
湾岸アラブ諸国社会において移民と国民が最も緊密に接する場面は家庭内である。同時に，
国際メディアに人権問題として最も頻繁に取り上げられるのが家事労働者のいる領域である。
以下の 3つの論考は，家事労働者を取り巻く諸関係を，ミクロな視点から考察したものであ
る。
第一は，家事労働者のヴ、アルネラピリティ(被害誘発性)やエージェンシーについて解明す
るため，これまでほとんど取り上げられることのなかった雇用主に着目した社上奈美江氏の論
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文である。辻上氏は，聞き取り調査に基づき，サウジアラビアで働く女性家事労働者と彼女ら
を管理する女性雇用主の関係を，雇用主と家事労働者との信頼関係が高くないケース，家事労
働者の教育レベルが相対的に高く，家事全般に関して家事労働者にある程度の裁量が与えられ
ているケース，そして，一世帯で複数の家事労働者を雇用しているケースの 3つのタイプに整
理している。そのうえで，家事労働者とは，容易に代替できる労働力ではなく，実際には，外
部化された家事労働の技能化が雇用主の付加価値として機能する可能性があることを指摘して
いる。そのため，家事労働者は雇用主に対して単なるヴ、アルネラブルな存在であるよりは，む
しろ雇用主の親密な関係性に介入するからこそェージェンシーを発揮し，権力関係を交渉しう
る余地を有している。したがって，一見すると権力者と見える雇用主は，つねに家事労働者の
エージェンシ一発揮による権力関係の交渉の可能性に晒されているという逆の側面もあること
が本論文で示されている。
石井王子氏の研究ノートでは，家事労働者をとりまく関係の多様性が論じられている。これ
まで，湾岸産油国における自国民と外国人，あるいは外国人どうしの関係は，分断の面が強調
されてきた。しかし，階層格差が大きく，非定住移民受入国で，国籍による分断労働市場があ
るからこそ形成される関係性がある。石井氏の論考では，フィリピン人ムスリム女性家事労働
者 (MFDW)に焦点を当て，彼女たちが他者ととりむすぶ関係性を， MFDWと湾岸産油国の
自国民， MFDWと他のフィリピン人労働者， MFDWと他の外国人家事労働者の三側面にわけ
で整理している。自国民雇用主と同じムスリムであることが両者の親密性を増すことがあって
も，それが階層格差を超えることはない。一方， MFDWは最も脆弱な低賃金労働者であるが
ゆえに，同じフィリピン人労働者とゆるやかなアイデンティティと互助網を形成する傾向がみ
られる。また， MFDWと他の外国人家事労働者は，国籍を超えて同じ階層としての集団アイ
デンティティを形成する傾向にある。こうしたアイデンティティの形成は，家事労働者が困難
な状況に直面したときに，セーフテイネットとして機能することがある。宗教的もしくは国籍
上の属性の異同が 3つの関係性において錯綜していることを微細に描き出している。
フィリピンと同様に多数の家事労働者を送り出してきたインドネシアにおいても，家事労働
者は社会問題となって久しい。インドネシア家事労働者の「問題」について，インドネシア圏
内において論争となってきたいくつかの事件を整理し，送出し政策や NGO活動について考察
することで今後の研究に資することを目指した論考が，平野恵子氏による研究ノートである。
家事労働者「問題」は再生産領域自体が不可視性を有するがゆえに生じ，それは「父性的な保
護」といったジェンダー構造に由来するものである。一方で家事労働者は，その絶対数の多さ
からシンボリックな存在として，インドネシアが本格的に労働者送出しを展開してきた 1980
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年代から変わらず国家に政策的対応を迫る大きな「問題」であり続けている。これらの問題に
対し， NGOの活動においても，政府の取り組みにおいても，フィリピンが常に参照枠組みと
なっている。湾岸諸国においては空間を共有するような直接的な連帯はなかったとしても，家
事労働者一人ひとりの経験が帰国後の労働環境改善のための萌芽につながっているという「共
生」の新たな視角を提供する論考となっている。
以上 5本の学際的研究から，今後の課題として次の点が挙げられる。 1点目は，自国民と外
国人，異なる国籍の外国人，また同国籍者のあいだの生じているコミュニケーションギャップ
を埋めていく作業である。とりわけ家事労働者と雇用主のあいだの意思疎通の髄酷は、第 2部
の 3本の論考からみてとれる。 2点目は，外国人労働者をとおしてみる湾岸型の共生・分断モ
デル構築で、ある。官頭で，世界の特色ある外国人労働者受け入れ国・地域のなかで，湾岸アラ
ブ諸国における外国人労働者に関する調査はまだ少ないと述べた。今後，マクロ・メゾ・ミク
ロのそれぞれの観点からさらなる実証的研究が行われ，この地域の受け入れ制度とその実態や，
湾岸在住外国人労働者の多様な側面がいっそう明らかになることが望まれる。さらに，湾岸型
の共生・分断モデルの提示は，近年「多文化共生」というスローガンに関心が高まっている日
本を含め，世界の他の移民受け入れ国・地域にとっても，受け入れ政策を考える上での新たな
参照枠を得ることにつながり，議論の活性化に寄与することになるだろう。
付記
前述のフォーラムでは，以下の報告がなされた(敬称略)。
松尾昌樹 「湾岸アラブ諸国のエスノクラシー 複合社会論の視点から」
細田尚美・渡遺暁子 「改宗する在湾岸フィリピン人労働者一一国籍・階層を超えた新たなっ
ながり」
辻上奈美江 「自国民と外国人労働者の権力関係一一家事労働者と雇用主に関する考
察」
石井正子・平野恵子 I ~家事労働者問題』と送り出し社会一一フィリピンとインドネシアの
比較」
堀抜功二 「コロンボからアブダピへ一一外国人労働者の保護をめぐる国際レジー
ムの形成と課題」
コメンテーターとして，黒木英充氏(東京外国語大学)，速水洋子氏(京都大学)が，上記
報告に対してコメントを加えた。
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